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研究拠点の動き

北広島町とNEDOの地域実証事業を進めています。

広島県の北広島町は、バイオディーゼルを生産、利用する菜の花プロジェクトで有名です。
本拠点の設置以前から、北広島町と広島大学は包括的研究協力協定を結んで活動をし
ており、学生のオンサイトプロジェクトやバイオディーゼル生産の技術的検討などを行っ
てきましたが、このたび、北広島町でのバイオマスのより一層の導入を目指して提案した

2020年 1月20日 第81回広島大学バイオマスイブニングセミナーを共催しました。

2020年 1月23日 第41回拠点運営会議を開催しました。

2020年 1月30日 西田教授がNHK広島放送局の番組「お好みワイドひろしま」に出演
しました。

新エネルギー・産業技術総合開発機
構(NEDO)のバイオマスエネルギーの
地域自立システム化実証事業が採
択となりました。契約に時間がかかり
ましたが、昨年12月から実質的に活
動を始め、１月には古川智恵美研究
員も着任、今年1月31日にはバイオマ
ス利用協議委員会も開催しました。
地域のバイオマスの発生状況を踏ま
えて、効率的な利用を実現するシス
テムを考えていきます。

北広島町のバイオディーゼル生産装置
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文献

研究分野： 量子エネルギー工学,放射線生物物理学、放射線医工学利用

研究キーワード： 放射線計測、マイクロドシメトリ、線量評価、環境放射線

福島原発事故と被曝影響
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2011年3月11日に発生した東日本大震災を引き金に福島第一原子力発電所において、炉心溶融、水素爆発が

発生しました。事故発生直後から汚染調査・線量評価を開始し、福島第一原子力発電所事故による汚染状況や被

ばく線量評価を行ってきました。

これまで、放射線の医工学利用、各災害線量評価を中心に研究を行ってきました。2011年3月に発生した福島

第一原子力発電所事故発生以降、福島県およびその近郊の汚染地を対象とした線量評価を継続しています。

放射性降下物放射能の定量、稲への移行係数推定、放射性降下物に伴うβ線による被ばく線量評価、放射性

微粒子、野生日本ザルの被ばく線量など被ばくに関連した研究を広く実施しています。

図1 事故後1年間の積算β線量マップ(単位はmSv)

事故後いち早く公開した福島近郊で採取した土

壌中の放射性物質汚染濃度のデータ[1]は、住民の

避難の参考に寄与しました。南相馬市で、事故後

の5月に作付けした稲についてまとめた水田土壌か

ら稲への放射性セシウムの移行係数の測定[2]は、

汚染発生当初の移行に関する貴重なデータとなり

ました。放射性降下物に伴うβ線被ばく線量マップ

[3]は、福島原発事故では、唯一のもので微小生物

の被ばく線量推定や動物の皮膚線量の推定に役

立つデータを提供しました。現在取り組んでいる野

生日本ザルの被ばく線量推定は、福島近郊に生息

する野生日本ザルを通して、霊長類の被ばく影響を

考察するデータとなると考えられます[4]。

これらの研究を通し、核災害時の線量評価手法、

放射線被ばく影響研究へ寄与しています。


